


































2016～2018年（3年間） 技師

川越県土整備事務所 道路環境担当

2019～2020年（2年間） 技師

埼玉県道路公社 （出向） 吉川分室

現在
2021～2023年（3年目） 技師・主任

下水道局下水道事業課 公共下水道担当

before
after





7：00 起床

7：40 自宅出発 （電車にて通勤）

8：20 県庁到着

8：30 スタートミーティング

8：35  メールチェック & 市町村へ依頼作業

10：00 市との打ち合わせ

12：00 お昼休み

13：00 Ｅｘｃｅｌにて集計作業

15：00 Web会議（国主催の説明会へ参加）

17：15 業務終了

18：15 帰宅

→夕食・資格の勉強・サッカー観戦など

24：00 就寝



7：20 起床
7：45 自宅出発 （自家用車にて通勤）
8：15   事務所到着
8：30 スタートミーティング
8：35 メールチェック

10：00  現場立ち合い
11：30   立ち合い結果を上司へ報告
12：00   お昼休み
13：00   業者との打合せ（工程の確認など）
15：00 設計書の作成
17：15 業務終了
18：00 帰宅

→夕食・友人とオンラインゲームなど
23：00 就寝



下水処理場の処理水量規模

流域下水道

１位

２位

３位

荒川水循環センター
年間処理水量 約２億７０９０万㎥
（埼玉県戸田市）

新河岸川水循環センター
年間処理水量 約２億２０７０万㎥
（埼玉県和光市）

中川水循環センター
年間処理水量 約１億７３４０万㎥
（埼玉県三郷市）

公共下水道

１位

２位

３位

森ヶ崎水再生センター
年間処理水量 約４億７３６０万㎥
(東京都大田区)

鳥羽水環境保全センター
年間処理水量 約２億３５６０万㎥
（京都府京都市）

新河岸水再生センター
年間処理水量 約２億３９０万㎥
（東京都板橋区）

流域下水道・公共下水道の下水処理場の規模が大きいものは以下のとおりです。

・全国最大規模の下水処理事業に関わることできる

計画 設計 積算 工事監督 完成 維持管理

・土木事業の「計画」から「維持管理」まで幅広いフィールドで活躍できる

荒川水循環センター（戸田市）


